
































































































C(i)+ k (i)+ b (i)+読(t)-W(t)(1-rL(i))













maxlO U(c ， m川，g)μe-げ-p判旬pμ匂t切d
S. t. (5) ， and 
k (0) =ko 
b (0) =bo 
m (0) =mo 
で表わされる O ただし，時間要素 t は，以下を通じて省略されるものとす
るO
直ちに， Lagrne 函数
H = e-ptU (c ， m ， g) + μe- Pt {w(l-rL)+[( η-d)k +rBb J (1- rK) 
-c-k-b-m 一(b+m)p- l} (6) 
がしたがう O ただし， μe引は，代表的主体の予算制約条件に関わる割引
Lagrne 乗数 (discounted Lagrne multiplier) である口
代表的主体の消費，貨幣蓄積，国債蓄積，そして資本蓄積の最適経路が
満たすべき最適必要条件は
Uc 一μ=0 (7) 
Um 一μ(ρ +t)= 一μ ( 8 )
μ[均 (l-rK) 一 (p 十戸)J =-μ (9) 
μ[(η -d)(l-rK) 一ρ=一μ 同
c+k+b+ 仇=ω (l-rL)+[( η-d)k+rBbJ (l-rK) 








U,(i) -FL (i) -q (i)　　　　　　　　　　　　　　　　　(13)
がしたがう｡同様に,国債への投資の追加的1単位からもたらされる追加
的将来消費と当該期の1単位の消費とは無差別となるから,



































































































k-k''(Tl,, TK, l,g, m)　　　　　　　　　　　　　　　　(29)










読-ph｡(TIノ, rK, I,g, m, T'1., T'K, l,g,p)　　　　　　　　　82)
なる関係がしたがう｡このとき,貨幣成長ルールが特定されれば,その下
でdiの調整方程式となる(32)式の左辺をその右辺に均等化させれば, (32)式は,
9-90(rL, TK, i,g, m, T'1., T'X, l,g)　　　　　　　　　　　(33)
と当該期のインフレーション率について解くことができる｡さらに, (30),
(32)式と(33)式をe28)式に代入すれば, 628)式は,
























μ[均 (l-rK) 一 (ρ+ 戸)] = -，u 





ト g-rLf(k) 一 (rL 一日)f'( 榊 +(ρ かー-pm-Z 側
と表現し直される。しかるに，間，倒式からμとh が同時決定されるとこ
ろで，b は独立で、はなく倒，同式から残余として決定されてくる O したが
って，完全予見均衡は，さらに，
μ=μ [p - f '(k) (1 -rK)] 制)








c = c (q) 
で表わされる o (図 -1 参照。)
このとき，上の完全予見均衡体系は 2条件
q =q [ρ- f' (k) (l-rK)] 同
k =f(k) -c(q)-g 同
と表現し直される o このとき，横断面条件闘式は，均衡において
(叫)










C(q) =f(k) -g (49)






















まず， fK の引下げにより，体系は安定多様体AE に沿って移動し，期間
T の経過時に新たな安常点 E' に到達する O 次に，政府の予算制約回復に
要する分だけの fK の引上げがなされると，鞍点安定性から，体系は安定
多様体 BF"に沿ってから一つの定常点 E"~こ向かうことになる O 例えば，
体系を C 点に移動させるべく消費をジャンプさせ，次いで， c点を安定
多様体 BE" 上に移動させるごとくである O やがて，BF"~こ沿って体系は定
常点 E"~こ到達する O
1 )かかる想定について， Friedman [1] 参照。
2 )純生産函数/，効用函数 U が有界であるところでは，上の条件は，q， v，k， b が，
t→∞において有界となるための必要条件となる。 (Benvist=Schkman [4] 
参照。)
3 )本稿における定義は，百 lrnovsky [21] に準ずる。また，一般均衡論 (genral equi-
librium) の文脈における取扱いとして， Ar ow [1] ，さらに， Lafont [17] 参照。
4) Ponzi game について，例えば， O'Conel=Zelds [1 8] 参照。
5) Sargent=Walce [20] ， Calvo [8] によって指摘され始めた。
6 )実質貨幣残高一定の下での以下の議論は，貨幣を含まぬ実物経済における Jud













FL -FLO(Tl/,TK, l,g, m)
と解かれ,そこから





用函数(instantaneous indirect utility function)
Uv(k''(rL,TK,l,g,m))-g-か(r′.,TK,l,g,mjL, T'K, l,i,'h),
g,∽)]


















U c=μ ( 5 5 )  
U m 一μ(ρ +p)= 一μ ( 5 6 )
μ[rB(f 1. -fK) 一 (ρ +p)] =-μ 倒
μ[j '(k) (1一 τK)- ρ]=-μ 閥
均=(8-ρ )m 倒








p =rB(l-fK) -f' (k) (l-fK) 






c = C O(μ ，f1.， fK ， 1，g ， m)




μ=μ[ρ 一(1 - f K) f' (k ) ] 
信3
和司
k =f(k) がー(μ ，f1.， fK ， 1，g ， m)-g 事。




















Hp = (UmcUc- UmUc,) /Uc2Uc,<o　　　　　　　　　　　　(71)

















クは安定的一次調整過程 (stable first order adjustmen proces) ，すなわ
ち，
k =.1 1(k -k) 側
にしたがって運動を展開することになる O ただし，k は，定常状態であり，







いま，税率 rL ，rK ，I，政府消費 g の下で，経済は，政府の予算制約と整
合する国債残高をもっ定常状態にすでにあるものとする O 次に，政府は，







である O それは，定常状態からの経済の摂動 (perturbation) に関する比











i -f(k) -cO(q,rJ,,TK+EhK, l,g, m)-g
lh-m[o +(1-rK-ehK) f′(k)]
-!Umlco(q･TI･･TK･EhK･l･g･m),g･m)]




























Dq…一m (Umccgq - Um)/q2- -m (Umcq - UmU,C) /Uccq2>0　(85)


















































Qε (S) ， K，(s) ，さらにむ(t) のそれを HK(S) で表わそう O このとき，例式の
Laplce 変換は，
= j + ( ) 倒はか:) =J (ω: )阿川 0)
SKe(S) ) ¥ Ke(S) ) 0 
で表わされる O ただし，J は，例式において定常状態で評価された線型係
数行列である o
さて，行列j の固有値をみるために，行列j の安定条件を確かめよう D
行列j の固有値を ;h ，A2 とすると
tr (J) =λ1+λ 2= f' (k) >0 胸骨
det (J) =λ1λ2 = cS . q (1 - r K) f' (k )くO 担カ
がしたがい，上の体系(側)式)は，鞍点安定性 (sadle-point stability) を
もつことが確かめられ， したがって， λ1>0> んと設定し得る o
このとき，固有値λ1，λ2は
_ f' (k) I 1 -L /1 4 (1 -rK)fh fJ csl λ1，λ2 = .1 ~V/ I 1 土v' 1 一 β~
ど UKU
(98) 
で表わされる O ただし，fJ L三 ld !j， fJ K 三 hグ，fJ C=C グであり，それぞれ純国民
生産物に占める労働部分の比率，資本部分の比率，消費部分の比率であり，
S三U'(c) /cU"(C) で，消費の異時点間弾力性， σ三[ 1一(kf ' (k ) / f (k ) ) ] / 
( - k!' (k) で，生産函数における資本と労働の聞の代替弾力性である O
行列j の鞍点安定性の下で， ke の有界|空は Ke(S) ，Q ε(S) ， qe(S) の解が
(~ω叫εみ羽bω州)川) = (sl ~ ]) -1 (ド山山仇励(s)f川γ引川(伏川kI = (s1 一J) 一1 I - 担 99)
Kε (S) ) 0 
qε(0) = -qHK( λ1)f'(k) 酬
で与えられることを意味している o
側式において，有界な qε(0) は，すべての正の数 S に対して Laplce 変
換をもたなければならない。いま， S=λ1 と設定すると ，s1-J は特異行列






1imf(0) - lim sF (S) -I(0)




















8)かかる想定として, Thrnovsky=Brock l22],Brock=Tumovsky [7]参照｡
9)もし, b'-0を仮定するのであれば,定額税lが内生化されなければならない.
10) Laplace変換(Laplace transforms)の議論として,例えば, Kreyszig [16] (Chap.
6), Ostaszewski [19] (Chap.21),さらに,経済学の文脈においては, Judd [13],
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